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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ディスクブレーキパッドに使用される、結合材、繊維基材、摩擦調整材、潤滑材
、ｐＨ調整材、充填材を含むＮＡＯ材の摩擦材組成物から成る摩擦材において、ブレーキ
の効き、耐クラック性、耐フェード性の要求性能を満足する摩擦材の提供。
【解決手段】結合材、繊維基材、摩擦調整材、潤滑材、ｐＨ調整材、充填材を含むＮＡＯ
材の摩擦材組成物から成る摩擦材であり、前記摩擦材組成物は、摩擦調整材としてアルカ
リ溶出率が０．１～２．５質量％の層状結晶構造のチタン酸塩を摩擦材組成物全量に対し
５～３０質量％含有する摩擦材。好ましくは、前記チタン酸塩がチタン酸マグネシウムカ
リウムであり、前記摩擦調整材として単結晶の酸化ジルコニウムを５～２５質％と繊維材
としてフィブリル化された有機繊維を１～５質量％含有する摩擦材。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスクブレーキパッドに使用される、結合材、繊維基材、摩擦調整材、潤滑材、ｐＨ
調整材、充填材を含むＮＡＯ材の摩擦材組成物から成る摩擦材であり、前記摩擦材組成物
は、摩擦調整材としてアルカリ溶出率が０．１質量％以上２．５質量％以下の層状結晶構
造のチタン酸塩を摩擦材組成物全量に対し５～３０質量％含有することを特徴とする摩擦
材。
【請求項２】
　前記層状結晶構造のチタン酸塩のアルカリ溶出率が０．５質量％以上１．５質量％以下
であることを特徴とする請求項１に記載の摩擦材。
【請求項３】
　前記層状結晶構造のチタン酸塩がチタン酸マグネシウムカリウムであることを特徴とす
る請求項１又は請求項２に記載の摩擦材。
【請求項４】
　前記摩擦材組成物は、摩擦調整材として単斜晶の酸化ジルコニウムを摩擦材組成物全量
に対し５～２５質量％と、繊維基材としてフィブリル化された有機繊維を摩擦材組成物全
量に対し１～５質量％含有することを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の摩擦材
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車等のディスクブレーキパッドに使用される、ＮＡＯ（Non-Asbestos-O
rganic）材の摩擦材組成物から成る摩擦材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車の制動装置として、ディスクブレーキが使用されており、その摩擦部材と
して、金属製のベース部材に摩擦材が貼り付けられたディスクブレーキパッドが使用され
ている。
【０００３】
　近年においてはブレーキの静寂性が求められており、鳴きの発生が少ないことからＮＡ
Ｏ材の摩擦材組成物から成る摩擦材が広く使用されるようになってきている。
【０００４】
　ＮＡＯ材の摩擦材組成物は、結合材、スチール繊維やステンレス繊維等のスチール系繊
維以外の繊維基材、摩擦調整材、潤滑材、ｐＨ調整材、充填材を含むものである。近年で
は、摩擦調整材としてチタン酸カリウム、チタン酸リチウムカリウム、チタン酸マグネシ
ウムカリウム等のチタン酸塩が広く使用されるようになってきている。
【０００５】
　特許文献１には、金属繊維および銅成分を含有しない摩擦材であって、複数の凸部形状
を有するチタン酸カリウムを１０～３５体積％、モース硬度７以上の研削材を３～１０体
積％、およびエラストマー変性フェノール樹脂を１０～３０体積％含有する摩擦材が記載
されている。
【０００６】
特許文献２には、結合材、有機充填材、無機充填材及び繊維基材を含む摩擦材組成物であ
って、該摩擦材組成物中の銅の含有量が銅元素として５質量％以下であり、銅及び銅合金
以外の金属繊維の含有量が０．５質量％以下であり、チタン酸塩及び三硫化アンチモンを
含有し、該チタン酸塩が、チタン酸リチウムカリウム又はチタン酸マグネシウムカリウム
であり、該チタン酸塩の含有量が１４～２０質量％であり、該三硫化アンチモンの含有量
が２～６質量％であるノンアスベスト摩擦材組成物及び、該摩擦材組成物を成型した摩擦
材が記載されている。
【０００７】
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　しかし、特許文献１や特許文献２の摩擦材では、ブレーキの効き、耐クラック性、耐フ
ェード性の要求性能を満足できないという問題がある。
【０００８】
　また、摩擦材に使用されるチタン酸塩には、トンネル状結晶構造のチタン酸塩と層状結
晶構造のチタン酸塩があり、トンネル型結晶構造のチタン酸塩としては、６チタン酸カリ
ウム、８チタン酸カリウム、６チタン酸ナトリウム等が、層状結晶構造のチタン酸塩とし
ては、チタン酸リチウムカリウム、チタン酸マグネシウムカリウム等が使用されている。
　そして、チタン酸塩はアルカリを溶出するという特性を持つことが知られている。
【０００９】
　特許文献３にはチタン酸塩のアルカリ溶出率について次のような記載がある。
　「チタン酸塩化合物のアルカリ溶出率は１５質量％以下であればよく、好ましくは０．
１～１５質量％ 、より好ましくは０．１～１０質量％ 、さらに好ましくは０．１～６質
量％である。このようなチタン酸塩化合物を用いることによりフェード現象を抑制し、耐
摩耗性を向上することができる。チタン酸塩化合物の摩滅破壊により生ずるアルカリ成分
が、有機成分の分解ガスやトランスファーフィルム（移着膜）の生成に作用しているもの
と推測される。」
　なお、アルカリ溶出率とは、８０℃の水中においてチタン酸塩化合物から水中に溶出し
たアルカリ金属及びアルカリ土類金属の質量割合のことをいう。
【００１０】
　特許文献３にはチタン酸塩のアルカリ溶出率の数値について、層状結晶構造のチタン酸
塩とトンネル状結晶構造のチタン酸塩を区別することなく記載されているが、アルカリが
溶出しにくいトンネル型結晶構造のチタン酸塩と、アルカリが溶出しやすい層状結晶構造
のチタン酸塩ではアルカリ溶出率の数値が異なることが知られている。
【００１１】
　現在、一般的に摩擦材に使用されているチタン酸塩のアルカリ溶出率は、トンネル状結
晶構造のチタン酸塩で２．０質量％未満であり、層状結晶構造のチタン酸塩で２．６質量
％以上である。
【００１２】
　特許文献３と特許文献４に記載されているチタン酸塩の結晶構造とアルカリ溶出率の数
値は表１の通りである。
【００１３】
【表１】

【００１４】
　表１からは、従来は層状結晶構造のチタン酸塩として、アルカリ溶出率が２．６質量％
未満のものは使用されていなかったことが理解できる。
【００１５】
　また、チタン酸塩のアルカリ溶出率を低減すると、高温高負荷制動時において、アルカ
リ成分による有機物の分解促進効果が低下し、耐フェード性が低下すると考えられている



(4) JP 2017-193612 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

ことから、アルカリ溶出率を低減した層状結晶構造のチタン酸塩の使用はこれまで検討さ
れていなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】特開２０１４－１２２３１４号公報
【特許文献２】特開２０１６－８２４号公報
【特許文献３】特開２０１４－２２４１７５号公報
【特許文献４】特開２０１４－１８９６１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明は、ディスクブレーキパッドに使用される、結合材、繊維基材、摩擦調整材、潤
滑材、ｐＨ調整材、充填材を含むＮＡＯ材の摩擦材組成物から成る摩擦材において、ブレ
ーキの効き、耐クラック性、耐フェード性の要求性能を満足する摩擦材を提供することを
課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明者らは鋭意検討を重ねた結果、ディスクブレーキパッドに使用される、結合材、
繊維基材、摩擦調整材、潤滑材、ｐＨ調整材、充填材を含むＮＡＯ材の摩擦材組成物から
成る摩擦材において、層状結晶構造のチタン酸塩のアルカリ溶出率を０．１質量％以上２
．５質量％以下、好ましくは０．５質量％以上１．５質量％以下とし、そのような層状結
晶構造のチタン酸塩を摩擦調整材として摩擦材組成物に特定量含有させることにより、ブ
レーキの効き、耐クラック性、耐フェード性の要求性能を満足でき、更に摩擦調整材とし
て単斜晶の酸化ジルコニウムと、繊維基材としてフィブリル化された有機繊維を摩擦材組
成物に特定量含有させることにより、ブレーキの効き、耐クラック性、耐フェード性がよ
り向上することを知見した。
【００１９】
　本発明は、ディスクブレーキパッドに使用される、結合材、繊維基材、摩擦調整材、潤
滑材、ｐＨ調整材、充填材を含むＮＡＯ材の摩擦材組成物から成る摩擦材であって、以下
の技術を基礎とするものである。
【００２０】
（１）ディスクブレーキパッドに使用される、結合材、繊維基材、摩擦調整材、潤滑材、
ｐＨ調整材、充填材を含むＮＡＯ材の摩擦材組成物から成る摩擦材であり、前記摩擦材組
成物は、摩擦調整材としてアルカリ溶出率が０．１質量％以上２．５質量％以下の層状結
晶構造のチタン酸塩を摩擦材組成物全量に対し５～３０質量％含有する摩擦材。
【００２１】
（２）前記層状結晶構造のチタン酸塩のアルカリ溶出率が０．５質量％以上１．５質量％
以下である（１）の摩擦材。
【００２２】
（３）前記層状結晶構造のチタン酸塩がチタン酸マグネシウムカリウムである（１）又は
（２）の摩擦材。
【００２３】
（４）前記摩擦材組成物は、摩擦調整材として単斜晶の酸化ジルコニウムを摩擦材組成物
全量に対し５～２５質量％と、繊維基材としてフィブリル化された有機繊維を摩擦材組成
物全量に対し１～５質量％含有する（１）～（３）のいずれかの摩擦材。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、ディスクブレーキパッドに使用される、結合材、繊維基材、摩擦調整
材、潤滑材、ｐＨ調整材、充填材を含むＮＡＯ材の摩擦材組成物から成る摩擦材において
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、ブレーキの効き、耐クラック性、耐フェード性の要求性能を満足する摩擦材を提供でき
る。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本願発明では、ディスクブレーキパッドに使用される、結合材、繊維基材、摩擦調整材
、潤滑材、ｐＨ調整材、充填材を含むＮＡＯ材の摩擦材組成物から成る摩擦材において、
摩擦調整材として、アルカリ溶出率が０．１質量％以上２．５質量％以下の層状結晶構造
のチタン酸塩を摩擦材組成物全量に対し５～３０質量％含有する摩擦材組成物を使用する
。
【００２６】
　層状結晶構造のチタン酸塩は、トンネル型結晶構造のチタン酸塩と比較し、相手材の摺
動面に安定した被膜を形成しやすい。そのような層状結晶構造のチタン酸塩を摩擦材組成
物に対し５～３０質量％添加することにより、ブレーキの効きの要求性を満足できる。
【００２７】
　また、アルカリ溶出率が０．１質量％以上２．５質量％以下の層状結晶構造のチタン酸
塩を使用することで、加熱加圧成型時に結合材である熱硬化性樹脂の硬化反応が阻害され
ることがなくなり、その結果、摩擦材の機械的強度が増し、高温高負荷時の耐クラック性
が向上する。
　層状結晶構造のチタン酸塩のアルカリ溶出率は０．５～１．５質量％の範囲が特に好ま
しい。
【００２８】
　層状結晶構造のチタン酸塩としては、チタン酸マグネシウムカリウム、チタン酸リチウ
ムカリウムから選ばれる１種または２種の組合せを使用することができる。耐フェード性
をより向上させるため、耐熱性の高いチタン酸マグネシウムカリウムを単独で使用するの
が好ましい。
【００２９】
　更に、摩擦調整材として、単斜晶の酸化ジルコニウムを摩擦材組成物全量に対し５～２
５質量％と、繊維基材として、フィブリル化された有機繊維を摩擦材組成物全量に対し１
～５質量％添加することにより、耐フェード性をより向上させることができる。
【００３０】
　単斜晶の酸化ジルコニウムは高温時に体積収縮を伴い正方晶に相転移する特性を持って
いる。
　そのため、高温高負荷時、酸化ジルコニウムは相転移して体積が収縮し、マトリックス
から脱落しやすくなる。
　脱落した酸化ジルコニウムが摩擦面に供給され、酸化ジルコニウムの研削作用により、
層状結晶構造のチタン酸塩の摩滅破壊が促進され、チタン酸塩からアルカリ成分が放出さ
れる。
【００３１】
　また、フィブリル化された有機繊維を添加することにより、摩擦材に適度な吸水性が付
与され、大気中の水分が摩擦材の内部に吸収されやすくなる。
　摩擦材内部に吸収された水分によって層状結晶構造のチタン酸塩のアルカリ成分が溶出
しやすくなる。
【００３２】
　アルカリ溶出率が比較的低い層状結晶構造のチタン酸塩を使用した場合でも、上記した
作用の相乗効果により、高温高負荷制動時において充分なアルカリ成分を摩擦面に供給す
ることができ、有機物の分解を促進することができる。その結果、耐フェード性が向上す
る。
【００３３】
　単斜晶の酸化ジルコニウムは、平均粒子径が１．０～３．０μｍのものを使用すること
により、耐摩耗性を向上させ、対面攻撃性を低減することができる。
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　なお、平均粒子径は、レーザー回折粒度分布法により測定した５０％粒径の数値である
。
【００３４】
　フィブリル化された有機繊維としては、アラミド繊維、セルロース繊維、ポリアクリロ
ニトリル繊維から選ばれる１種または２種以上の組合せを使用することができる。耐クラ
ック性をより向上させるため、補強効果の高いアラミド繊維を単独で使用するのが好まし
い。
【００３５】
　本発明の摩擦材は、上記の層状結晶構造のチタン酸塩、単斜晶の酸化ジルコニウム、フ
ィブリル化された有機繊維の他に、通常摩擦材に使用される結合材、繊維基材、摩擦調整
材、潤滑材、ｐＨ調整材、充填材を含む摩擦材組成物から成る。
【００３６】
　結合材としては、ストレートフェノール樹脂、フェノール樹脂をカシューオイル、アク
リルゴム、シリコーンゴム等の各種エラストマーで変性した樹脂、フェノール類とアラル
キルエーテル類とアルデヒド類とを反応させて得られるアラルキル変性フェノール樹脂、
フェノール樹脂に各種エラストマーやフルオロポリマーを分散させた熱硬化性樹脂等の摩
擦材に通常用いられる結合材が挙げられ、これらは１種を単独で又は２種以上を組み合わ
せて使用することができる。
【００３７】
　結合材の含有量は、充分な機械的強度、耐摩耗性を確保するため、摩擦材組成物全量に
対して７～１５質量％とするのが好ましく、８～１２質量％とするのがより好ましい。
【００３８】
　繊維基材としては、上記のフィブリル化された有機繊維の他に、銅繊維、青銅繊維、真
鍮繊維、アルミニウム繊維、アルミニウム合金繊維などの金属繊維等が挙げられ、これら
は１種を単独で又は２種以上を組み合わせて使用することもできる。
【００３９】
　金属繊維を使用する場合、繊維基材の含有量は上記フィブリル化された有機繊維と合わ
せて摩擦材組成物全量に対して２～２０質量％とするのが好ましく、３～１５質量％とす
るのがより好ましい。
【００４０】
　無機系の摩擦調整材としては、上記層状結晶構造のチタン酸塩、単斜晶の酸化ジルコニ
ウムの他に、安定化酸化ジルコニウム、ケイ酸ジルコニウム、酸化マグネシウム、α－ア
ルミナ、γ－アルミナ、タルク、マイカ、バーミキュライト、亜鉛粒子、銅粒子、真鍮粒
子、アルミニウム粒子、アルミニウム合金粒子、トンネル状結晶構造のチタン酸塩等の粒
子状無機摩擦調整材や、ウォラストナイト、セピオライト、バサルト繊維、ガラス繊維、
生体溶解性セラミック繊維、ロックウール等の繊維状無機摩擦調整材が挙げられ、これら
は１種を単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００４１】
　無機系の摩擦調整材の含有量は上記層状結晶構造のチタン酸塩、単斜晶の酸化ジルコニ
ウムと合わせて摩擦材組成物全量に対して３０～７０質量％とするのが好ましく、４０～
６０質量％とするのがより好ましい。
【００４２】
　有機系の摩擦調整材としては、カシューダスト、タイヤトレッドゴムの粉砕粉や、ニト
リルゴム、アクリルゴム、ブチルゴム、シリコーンゴム等の加硫ゴム粉末または未加硫ゴ
ム粉末等の摩擦材に通常使用される有機摩擦調整材が挙げられ、これらは１種を単独で又
は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００４３】
　有機摩擦調整材の含有量は摩擦材組成物全量に対して３～８質量％とするのが好ましく
、４～７質量％とするのがより好ましい。
【００４４】
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　潤滑材としては、硫化亜鉛、二硫化モリブデン、硫化スズ、硫化鉄、複合金属硫化物等
の金属硫化物系潤滑材や、人造黒鉛、天然黒鉛、薄片状黒鉛、石油コークス、弾性黒鉛化
カーボン、酸化ポリアクリロニトリル繊維粉砕粉等の炭素質系潤滑材等の摩擦材に通常使
用される潤滑材が挙げられ、これらは１種を単独で又は２種以上を組み合わせて使用する
ことができる。
【００４５】
　潤滑材の含有量は摩擦材組成物全量に対して３～８質量％とするのが好ましく、４～６
質量％とするのがより好ましい。
【００４６】
　ｐＨ調整材として水酸化カルシウム等の通常摩擦材に使用されるｐＨ調整材を使用する
ことができる。
　ｐＨ調整材は、摩擦材組成物全量に対して２～６質量％とするのが好ましく、２～３質
量％とするのがより好ましい。
【００４７】
　充填材としては、硫酸バリウム、炭酸カルシウム等を使用する。
【００４８】
　また、摩擦材に含まれる銅成分に関しては、アメリカのカリフォルニア州、ワシントン
州では、２０２１年以降、銅成分を５．０質量％以上含有する摩擦材を使用した摩擦部材
の販売及び新車への組み付けを禁止し、２０２５年以降、銅成分を０．５質量％以上含有
する摩擦材を使用した摩擦部材の販売及び新車への組み付けを禁止する法案が可決してい
ることから、銅を含む繊維や粒子等の銅成分はこれらの法規に適合するよう摩擦材組成物
に添加するのが好ましく、銅成分は摩擦材組成物に添加しないことがより好ましい。
【００４９】
　本発明の摩擦材は、所定量配合した摩擦材組成物を、混合機を用いて均一に混合する混
合工程、得られた摩擦材原料混合物と、別途、予め洗浄、表面処理し、接着材を塗布した
バックプレートとを重ねて熱成形型に投入し、加熱加圧して成型する加熱加圧成型工程、
得られた成型品を加熱して結合材の硬化反応を完了させる熱処理工程、スプレー塗装や静
電粉体塗装により塗料を塗装する塗装工程、塗料を焼き付ける塗装焼き付け工程、回転砥
石により摩擦面を形成する研磨工程を経て製造される。
【００５０】
　なお、加熱加圧成型工程の後、塗装工程、塗料焼き付けを兼ねた熱処理工程、研磨工程
の順で製造する場合もある。
　必要に応じて、加熱加圧成型工程の前に、摩擦材原料混合物を造粒する造粒工程、摩擦
材原料混合物を混練する混練工程、摩擦材原料混合物又は造粒工程で得られた造粒物、混
練工程で得られた混練物を予備成型型に投入し、予備成型物を成型する予備成型工程が実
施され、加熱加圧成型工程の後にスコーチ工程が実施される。
【実施例】
【００５１】
　以下、実施例及び比較例を示し、本発明を具体的に説明するが、本発明は下記の実施例
に制限されるものではない。
【００５２】
［実施例１～１９・比較例１～４の摩擦材の製造方法］
　表２～表４に示す組成の摩擦材組成物をレディゲミキサーにて５分間混合し、成型金型
内で３０ＭＰaにて１０秒間加圧して予備成型をした。この予備成型物を、予め洗浄、表
面処理、接着材を塗布した鋼鉄製のバックプレート上に重ね、熱成型型内で成型温度１５
０℃、成型圧力４０ＭＰaの条件下で１０分間成型した後、２００℃で５時間熱処理（後
硬化）を行い、研磨して摩擦面を形成し、乗用車用ディスクブレーキパッドを作製した（
実施例１～１９、比較例１～４）。
【００５３】
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【表２】

【００５４】

【表３】

【００５５】
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【表４】

【００５６】
　これらのディスクブレーキパッドのブレーキの効き、耐クラック性、耐フェード性につ
いて表５の条件で評価を行った。評価基準を表５に、評価結果を表６～表８に示す。
【００５７】
【表５】

【００５８】
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【表６】

【００５９】
【表７】

【００６０】
【表８】

【００６１】
　各表より、本発明の条件を満足する摩擦材が、ブレーキの効き、耐クラック性、耐フェ
ード性が良好であることが見てとれる。
　
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明によれば、ディスクブレーキパッドに使用される、ＮＡＯ材の摩擦材組成物を成
型した摩擦材において、銅成分の含有量に関する法規を満足しながら、ブレーキの効き、
耐クラック性、耐フェード性の要求性能を満足する摩擦材を提供することができ、きわめ
て実用的価値の高いものである。



(11) JP 2017-193612 A 2017.10.26

フロントページの続き

(72)発明者  矢口　光明
            群馬県邑楽郡邑楽町赤堀１５０３番地　日清紡ブレーキ　館林事業所内
Ｆターム(参考) 3J058 BA34  BA46  BA76  CA42  EA02  EA12  FA01  GA02  GA17  GA22 
　　　　 　　        GA44  GA62  GA64  GA65  GA82  GA90  GA92 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow

